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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

会津地方で2006年から多発傾向にあるウコンノメイガについて、福島県における生息状況や越冬などの生態を解明

し、性フェロモントラップを利用したダイズほ場への成虫飛来時期の調査法と、成虫飛来後の葉巻開始時期に基づく効果

的な防除時期を明らかにした。

(1) ウコンノメイガの越冬世代幼虫は、福島県内全域でカラムシ科植物において確認され、寄主植物の株元で越冬

する （図１）。

(2) 会津地方におけるダイズほ場への成虫の飛来は、７月中旬から下旬である（図２）。

(3) 幼虫による葉巻は、成虫飛来後の７月下旬から見られ、その後８月下旬まで増加する（図２）。

(4) 性フェロモントラップを利用することで、ダイスほ場への成虫飛来を従来の叩き出し法（捕虫網などによりダイズ

葉を叩き、飛び出した成虫を計数する方法）よりも早く確認できる（図３）。

(5) 薬剤による防除は、葉巻調査に基づき、葉巻開始初期の７月６半旬から８月１半旬（図２）に行うと効果的である

（表１）。

２ 期待される効果

(1) カラムシ科植物への幼虫寄生状況を調査することにより、その地域での越冬状況を把握できる。

(2) 性フェロモントラップを利用することで、ダイズほ場への成虫飛来を確認できる。

(3) ダイズほ場への成虫飛来状況と幼虫による葉巻開始時期と葉巻数により、効果的な防除を実施できる。

３ 適用範囲

県内全域（会津以外ではダイズほ場での被害が問題となっていないものの、ウコンノメイガは全域に生息することか

ら、同様の手法で調査可能である。）

４ 普及上の留意点

(1) カラムシ科植物での越冬世代調査は、幼虫が５～６齢となる５月下旬ころに調査する。

(2) 性フェロモントラップはほ場の中央付近に設置し、トラップの粘着板の位置が草冠高よりも10㎝低くなるよう、１週

間ごとに高さを調節する。

(3) 薬剤散布の要否は、成虫の飛来状況や７月下旬の葉巻数によって判断する。

(4) 性フェロモン剤は2012年１月現在市販されていないので、利用の際は農業総合センターに問い合わせること。
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